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加
藤
王
香
編
『
文
政
十
七
家
絶
句
』の
成
立
過
程
と
そ
の
後
世
への
影
響合

山
　
林
太
郎

は
じ
め
に

『
文
政
十
七
家
絶
句
』
は
、
菅
茶
山
、
市
河
寛
斎
、
頼
杏
坪
、
館
柳
湾
、
柏
木
如
亭
、
大
窪
詩
佛
、
菊
池
五
山
、
波
多
橘
洲
、
田
野
村
竹
田
、

巻
菱
湖
、
貫
名
海
屋
、
梅
辻
春
樵
、
中
島
棕
隠
、
頼
山
陽
、
梁
川
星
巌
、
梅
辻
希
烈
、
摩
島
松
南
の
一
七
名
の
七
言
絶
句
五
百
余
首
が
収
録
さ
れ

た
詞
華
集
で
あ
る
。
日
野
資
愛
の
序
（
文
政
一
一
年
〈
一
八
二
八
〉
八
月
）、
加
藤
王
香
の
自
跋
（
同
二
月
）
が
付
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
刊
行

は
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

こ
の
詞
華
集
は
、
幕
末
・
明
治
期
の
漢
詩
の
世
界
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
こ
の
詩
集

が
、
元
号
絶
句
集
と
も
呼
ば
れ
る
一
群
の
漢
詩
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
最
初
の
も
の
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
元
号
絶
句
集
と
は
、
江
戸
後
期
以
降
、

ほ
ぼ
改
元
ご
と
に
編
纂
さ
れ
た
、
七
言
絶
句
の
作
の
み
を
収
録
す
る
タ
イ
プ
の
詩
集
で
あ
り
、
刊
行
時
の
元
号
を
題
の
一
部
と
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
通
称
が
あ
る
。『
文
政
十
七
家
絶
句
』
以
降
、『
天
保
三
十
六
家
絶
句
』（
天
保
九
年
〈
一
八
三
八
〉
刊
）、『
嘉
永
二
十
五
家
絶
句
』（
嘉
永
元

年
〈
一
八
四
八
〉
刊
）
な
ど
、
明
治
期
に
い
た
る
ま
で
、
陸
続
と
出
版
さ
れ
、
漢
詩
壇
の
潮
流
を
形
成
し
た（

（
（

。
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し
か
し
、
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
詞
華
集
が
近
代
日
本
の
漢
詩
に
つ
い
て
の
教
養
の
形
成
に
関
係
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
明
治
期
以
降
の

日
本
に
お
い
て
は
、
多
く
の
詞
華
集
や
注
解
書
が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
た
作
品
が
名
詩
と
し
て
愛
誦
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、『
文

政
十
七
家
絶
句
』
は
、
こ
う
し
た
書
籍
に
お
け
る
詩
の
選
定
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
成
立
の
過
程
に
つ
い
て
、
収
録
さ
れ
た
詩
や
、
残
さ
れ
た
周
辺
資
料
か
ら
考
察
し
、
あ
わ
せ
て
こ
の
詞

華
集
が
後
代
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。

一
　
加
藤
王
香
の
出
自
と
人
物

『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
特
質
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
検
討
す
べ
き
は
、
広
島
の
本
屋
に
よ
っ
て
編
纂
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
王
香
の
著
名
な
漢
詩
人
へ
の
憧
れ
が
、
こ
の
詞
華
集
を
企
画
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
。

編
者
の
加
藤
王
香
は
、
名
を
淵
、
字
を
珠
文
と
言
う
。
米
屋
兵
助
を
名
乗
っ
て
本
屋
を
営
み
、
屋
号
は
奎
曄
閣
と
称
し
た（

（
（

。
加
藤
家
の
菩
提
で

あ
る
長
尾
山
光
圓
寺
（
広
島
市
中
区
寺
町
五
│

四
三
）
に
今
日
残
る
過
去
帳
に
は
、「
天
保
戊
戌
年
（
筆
者
注　

天
保
九
年
〈
一
八
三
八
〉）
閏
四

月
二
十
八
日　

釈
王
香　

細
工
町　

米
屋
文
次
郎
事　

歳
三
十
五
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
通
称
は
文
次
郎
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
生
ま
れ
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
元
安
橋
東
詰
に
居
を
構
え
、
広
島
で
代
々
続
く
米
屋
忠
左
衛
門
の
一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

王
香
は
、
文
芸
を
好
み
、
ま
た
家
が
裕
福
で
あ
っ
た
。
後
に
王
香
と
交
流
す
る
こ
と
に
な
る
頼
山
陽
は
「
家
富
沈
深
、
好
書
弄
翰
墨
、
如
老

其
業
者
（
家
富
め
る
も
沈
深
た
り
、
書
を
好
ん
で
翰
墨
を
弄
び
、
其
の
業
に
老
ゆ
る
者
の
如
し
）」（「
王
香
園
叢
書
序
」『
王
香
園
叢
書
』）
と
論

じ
、
ま
た
、
頼
杏
坪
は
「
既
富
於
春
秋
又
饒
於
黄
白
（
既
に
し
て
春
秋
に
富
み
、
又
た
黄
白
に
饒ゆ

た

か
〈
筆
者
注　

財
産
が
あ
る
こ
と
〉
な
り
）」

（「
序
」
同
）
と
述
べ
て
い
る
。

王
香
自
身
の
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
へ
の
跋
文
に
は
、
詩
集
出
版
ま
で
の
経
緯
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
全
文
を
掲
出
す
る
。

方
今
昇
平
、
詩
教
日
隆
。
薄
海
之
内
、
大
家
名
家
以
詩
名
者
、
碁
布
星
羅
。
余
欲
徧
叩
其
門
、
以
慊
平
生
之
瞻
仰
、
而
親
老
家
事
敦
我
未
暇

也
。
其
間
耆
宿
先
生
動
聞
其
名
者
、
稍
々
去
世
。
毎
一
聞
訃
、
輙
為
之
惕
然
。
近
生
一
計
、
以
為
雖
其
人
不
可
見
、
而
文
辞
則
可
羅
致
襃
集
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焉
。
若
其
雄
篇
大
作
、
諸
体
備
具
、
非
一
朝
可
辨
。
於
是
専
取
於
七
言
絶
句
一
体
、
不
能
自
詣
而
請
也
、
則
託
之
於
人
。
人
無
可
託
也
、
則

得
之
伝
誦
、
拾
之
零
紙
断
簡
間
。
苟
有
触
我
耳
眼
悦
服
我
心
者
、
輒
録
而
存
之
、
積
久
得
十
七
家
詩
凡
五
百
餘
首
。
各
以
年
行
次
第
之
、
時

出
而
対
之
。
未
必
不
如
執
謁
左
右
親
接
謦
咳
也
。
然
後
平
生
之
願
覚
十
償
二
三
矣
。

方
今
、
昇
平
に
し
て
、
詩
教
は
日ひ
び
に
隆さ
か
ん
な
り
。
薄
海
の
内
、
大
家
・
名
家
の
詩
を
以
て
名
あ
る
者
、
碁
布
星
羅
の
ご
と
く
な
り
。
余
も
徧あ
ま
ね

く
其
の
門
を
叩
き
、
以
て
平
生
の
瞻
仰
に
慊
あ
き
た
らん

と
欲
す
る
も
、
親
老
い
、
家
事
の
我
に
敦あ
つ
まり

て
、
未
だ
暇い
と
まあ

ら
ざ
る
な
り
。
其
の
間
、
耆
宿

先
生
に
し
て
、
動や
や

も
す
れ
ば
其
の
名
を
聞
く
者
、
稍よ
う
や
く々

世
を
去
り
た
り
。
一
た
び
訃
を
聞
く
毎ご
と

に
、
輒す
な
はち

之
が
為
に
惕て
き
ぜ
ん然

た
り
。
近
く
一
計

を
生
じ
て
以お
も
え
ら為
く
「
其
の
人
、
見
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
而
る
に
文
辞
は
、
則
ち
羅
致
襃
集
す
べ
き
な
り
」
と
。
其
の
雄
篇
大
作
の
若
き

は
、
諸
体
備
具
し
、
一
朝
に
し
て
弁
ず
べ
き
に
あ
ら
ず
。
是こ
こ
に
於
て
専
ら
七
言
絶
句
の
一
体
を
取
り
て
、
自
ら
詣
で
て
請
ふ
こ
と
能
は
ざ
れ

ば
、
則
ち
之
を
人
に
託
し
、
人
に
託
す
べ
き
無
け
れ
ば
、
則
ち
之
を
伝
誦
に
得
、
之
を
零
紙
断
簡
の
間
に
拾
ひ
、
苟
い
や
し
くも

我
が
耳
眼
に
触
れ
、

我
が
心
を
悦
服
せ
し
む
る
者
有
れ
ば
、
輒
ち
録
し
て
之
を
存
し
、
積
む
こ
と
久
し
う
し
て
、
十
七
家
の
詩
、
凡
そ
五
百
餘
首
を
得
た
り
。
各お
の
お

の
年
行
を
以
て
之
を
次
第
し
、
時
に
出
だ
し
て
之
に
対む
か

へ
ば
、
未
だ
必
し
も
謁
を
左
右
に
執
り
、
親
し
く
謦
咳
に
接
す
る
が
如
か
ら
ず
ん
ば

あ
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
後
に
、
平
生
の
願
ひ
、
十
に
二
三
を
償つ
ぐ
なへ

る
を
覚
ふ
。

　
文
末
に
は
、「
戊
子
嘉
平
之
月
三
日
安
藝
加
藤
淵
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
章
が
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
二
月
に
記
さ
れ
た
文
章

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
中
で
、
王
香
は
、
自
身
が
地
方
に
い
て
な
か
な
か
著
名
な
漢
詩
人
に
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
は
、
老
大
家
が
次
々
に
没
し
て
ゆ
く

こ
と
を
悲
し
み
、
比
較
的
評
価
が
容
易
な
七
言
絶
句
を
中
心
に
、
名
家
の
作
品
を
集
め
よ
う
と
思
い
立
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
王
香

は
、
自
身
と
同
じ
境
遇
に
あ
る
詩
人
の
詩
学
研
鑽
の
役
に
立
つ
た
め
に
、
こ
の
詩
集
を
編
ん
だ
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
七
言
絶
句
の
み
を
集
め

た
絶
句
集
は
、
天
明
期
以
降
、
唐
宋
の
詩
を
集
め
た
も
の
が
多
数
刊
行
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
こ
れ
に
範
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
他
の
人
物
に
依
頼
し
て
詩
を
送
っ
て
も
ら
う
、
②
聞
き
伝
え
か
ら
記
録
す
る
、
③
断
片
的
な
詩
稿
や
草
稿
あ
る
い
は
そ
の
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書
き
写
し
か
ら
情
報
を
得
る
、
と
い
う
三
つ
の
手
段
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
の
詩
を
集
め
、
そ
の
中
か
ら
自
身
の
気
に
入
っ
た
作
品
を
選
び
、
草

稿
に
記
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

王
香
の
文
章
か
ら
は
、
こ
の
詞
華
集
は
、
漢
詩
文
化
の
地
方
に
お
け
る
成
熟
と
そ
れ
に
伴
う
著
名
な
漢
詩
人
に
対
す
る
情
報
へ
の
欲
求
を
背
景

に
編
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

二
　
加
藤
王
香
と
梁
川
星
巌
と
の
関
係

王
香
の
跋
文
は
、
地
方
に
お
け
る
漢
詩
文
化
の
様
子
を
精
細
に
描
き
出
し
て
お
り
、
興
味
深
い
が
、
そ
の
内
容
の
み
か
ら
、『
文
政
十
七
家
絶

句
』
の
成
立
過
程
を
推
し
は
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
広
島
の
若
年
の
一
文
人
が
、
い
く
ら
素
封
家
と
は
い
え
、
錚
々
た
る
大
家
の
詩
を
得
て
、

か
つ
、
高
位
の
公
家
で
あ
る
日
野
資
愛
の
序
を
冠
し
た
詩
集
を
刊
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ

の
詞
華
集
は
、
王
香
が
、
京
を
中
心
に
活
躍
し
、
全
国
の
詩
人
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た
漢
詩
人
梁
川
星
巌
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
編
纂
可
能
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

星
巌
と
王
香
が
ど
の
よ
う
に
交
友
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
か
を
具
体
的
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
王
香
は
、
二
一
歳
の
と
き
に
は
、
星
巌

と
親
交
を
結
び
、
京
都
の
漢
詩
の
世
界
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
四
月
の
頃
、
星
巌
が
九

州
に
遊
ぶ
途
次
、
広
島
に
立
ち
寄
り
、
王
香
と
出
会
っ
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
星
巌
は
、
王
香
に
次
の
よ
う
な
「
論
詩
示
王
香

（
詩
を
論
じ
て
、
王
香
に
示
す
）」（『
星
巌
乙
集
』
巻
一
）
と
い
う
詩
を
贈
り
、
目
指
す
べ
き
詩
人
像
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

今
人
遺
古
尚
新
裁　
　

今
人　

古
を
遺す

て　

新
裁
を
尚
ぶ

刻
葉
鏤
花
豈
是
才　
　

葉
を
刻
し
花
を
鏤ゑ

る　

豈
に
是
れ
才
な
ら
ん
や

一
部
杜
詩
君
試
閲　
　

一
部
の
杜
詩　

君　

試
み
に
閲み

よ

尽
従
文
選
理
中
来　
　

尽
こ
と
ご
とく

文
選
の
理
中
よ
り
来
る

星
巌
は
、
王
香
に
対
し
て
、
今
日
の
詩
人
は
、
新
味
や
字
句
の
彫
琢
ば
か
り
を
追
求
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
っ
た
態
度
で
あ
り
、
杜
甫
と
同
じ
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よ
う
に
、『
文
選
』
の
詩
文
の
あ
り
方
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

翌
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）、
九
州
か
ら
の
帰
路
に
お
い
て
、
星
巌
は
広
島
に
お
い
て
王
香
と
再
会
し
た
。
正
月
一
五
日
、
す
な
わ
ち
、
元
宵

節
に
は
、
梅
の
花
を
王
香
へ
送
っ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
王
香
は
、
星
巌
と
と
も
に
三
篠
川
で
舟
遊
び
を
し
て
い
る
。
星
巌
の
詩
の
自
註
か
ら
、
王
香

が
広
島
の
町
の
南
に
残
香
亭
と
い
う
別
荘
を
持
ち
、
こ
の
頃
、
妾
に
暇
を
出
し
た
こ
と
が
分
か
る（

７
（。

文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
に
は
王
香
が
京
都
へ
赴
き
、
両
者
の
間
は
さ
ら
に
親
密
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
星
巌
は
、
全
唐
詩
を
分
冊

し
て
和
刻
す
る
計
画
を
立
て
て
お
り
、
王
香
は
早
速
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る（

（
（

。

同
じ
年
、
王
香
は
、
頼
山
陽
と
と
も
に
嵐
山
に
遊
ん
で
い
る
。
こ
の
と
き
、
山
陽
は
、
王
香
の
瓢
簞
を
破
損
し
て
し
ま
い
、
そ
の
こ
と
を
題
材

に
、「
余
与
王
香
遊
嵐
山
、
誤
破
其
酒
瓢
為
補
之
。
係
以
詩
（
余
、
王
香
と
嵐
山
に
遊
ぶ
、
誤
り
て
其
の
酒
瓢
を
破
り
、
為た

め

に
之
を
補
ふ
。
係
る

に
詩
を
以
て
す
）」（『
山
陽
遺
稿
』
巻
三
）
と
い
う
題
の
詩
を
作
っ
て
い
る
。
山
陽
は
、
破
損
し
た
瓢
簞
を
修
復
し
た
後
に
、
横
縞
の
傷
跡
が
残

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
春
の
鴻

お
お
と
りが

残
し
た
爪
跡
と
思
っ
て
許
し
て
ほ
し
い
と
詠
っ
て
い
る（

９
（。

こ
れ
は
、
蘇
軾
の
「
和
子
由
澠
池
懐
旧
（
子

由
の
澠
池
懐
旧
に
和
す
）」
詩
で
有
名
と
な
っ
た
「
雪
泥
鴻
爪
（
世
の
中
の
こ
と
は
、
雪
解
け
の
泥
中
に
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
鴻
の
爪
跡
の
よ
う

に
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
の
意
）」
と
い
う
語
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。

こ
の
京
都
滞
在
に
よ
っ
て
、
王
香
の
編
纂
・
出
版
作
業
も
活
発
化
し
た
。
ま
ず
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
の
八
月
、『
錦
字
箋
』
を
刊
行

し
、
翌
年
に
は
、
正
月
に
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
を
、
五
月
に
『
星
巌
乙
集
西
征
詩
』
及
び
『
王
香
園
叢
書
』
を
出
版
し
た
。
な
お
、『
王
香
園

叢
書
』
は
、
唐
・
司
空
図
『
二
十
四
詩
品
』、
唐
・
範
攄
『
雲
渓
友
議
』、
清
・
査
為
仁
『
蓮
坡
詩
話
』
な
ど
を
翻
刻
し
付
訓
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
編
纂
に
も
、
星
巌
の
一
派
が
関
係
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
王
香
の
跋
文
に
「
東
海
古
梁
漁
史
萩
原
翬
書
於
京
師
梁

氏
之
読
騒
斎
（
東
海
の
古
梁
の
漁
史
萩
原
翬
、
京
師
の
梁
氏
の
読
騒
斎
に
書
す
）」
と
署
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
通
り
、
王
香
の

跋
の
版
下
は
、
書
家
の
萩
原
秋
巌
が
、
星
巌
の
書
斎
で
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
秋
巌
は
、『
星
巌
集
』
を
は
じ
め
、
星
巌
の
詩
集
の
序
跋
の
版

下
を
多
く
揮
毫
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
校
正
を
星
巌
門
下
の
大
塚
雲
渦
が
行
っ
て
お
り
、
巻
頭
に
は
「
雲
渦
鷗
史
大
冢
弘
校
字
」
と
記

さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
王
香
の
名
を
掲
げ
つ
つ
、
実
際
に
は
、
星
巌
の
一
派
が
実
質
的
な
作
業
の
多
く
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



─ 210─

三
　
頼
山
陽
「
論
詩
絶
句
」
と
星
巌
の
編
纂
へ
の
関
与

王
香
と
星
巌
と
の
交
遊
の
状
況
か
ら
、
星
巌
一
派
が
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
刊
行
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
星
巌
自
身

が
、
詩
の
取
り
ま
と
め
な
ど
、
よ
り
直
接
的
に
編
纂
に
関
与
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
資
料
が
あ
る
。
頼
山
陽
の
星
巌
宛
て
の
書
簡
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
は
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
頼
山
陽
「
論
詩
絶
句
二
十
七
首
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。「
論
詩
絶
句
」
は
、

七
言
絶
句
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
詩
や
詩
人
を
批
評
す
る
も
の
で
あ
り（

（（
（

、
杜
甫
の
「
戯
咏
六
絶
句
」
に
端
を
発
す
る
と
も
言
わ
れ
る
。
中

国
で
は
、
金
の
元
好
問
「
論
詩
絶
句
三
十
首
」
や
清
の
王
士
禛
「
戯
倣
元
遺
山
論
詩
絶
句
三
十
二
首
」
が
有
名
で
あ
る
。
頼
山
陽
の
「
論
詩
絶

句
」
は
、
日
本
、
中
国
の
詩
人
に
つ
い
て
批
評
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
二
首
に
は
、
漢
詩
を
め
ぐ
る
古
代
日
本
の
君
臣
間
の
佳
話
が

詠
わ
れ
て
い
る
。

山
陽
の
詩
の
内
容
を
ま
ず
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
詩
は
、
大
江
匡
房
『
江
談
抄
』
巻
五
や
林
梅
洞
『
史
館
茗
話
』（
寛
文
八
年
〈
一
六
六
八
〉

刊
）
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
、
村
上
天
皇
と
菅
原
文
時
と
が
詩
を
め
ぐ
っ
て
や
り
と
り
す
る
逸
話
を
題
材
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
大
江

が
、
自
身
の
詩
「
露
濃
緩
語
園
花
底
、
月
落
高
歌
御
柳
陰
（
露　

濃こ
ま

や
か
に
し
て　

緩
語
す　

園
花
の
底
、
月
は
落
ち　

高
歌
す　

御
柳
の
陰
）」

（『
新
撰
朗
詠
集
』
巻
上
・
鶯
な
ど
に
所
収
）
と
、
文
時
の
詩
「
西
楼
月
落
花
間
曲
、
中
殿
灯
残
竹
裡
音
（
西
楼
に
月
落
ち
て
花
の
間
の
曲
、
中
殿

に
灯
残
し
て
竹
の
裡う

ち
の
音
）」（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
鶯
な
ど
に
所
収
）
の
、
い
ず
れ
が
優
っ
て
い
る
か
を
文
時
に
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
文
時
は
最
初
、
天
皇
の
詩
の
方
が
勝
っ
て
い
る
と
答
え
た
も
の
の
、
村
上
天
皇
か
ら
問
い
つ
め
ら
れ
、
最
後
は
、
自
身
の
作
の
方
が
巧
み
で

あ
る
と
述
べ
る
と
、
帝
は
笑
っ
た
と
言
う（

（（
（

。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
踏
ま
え
、「
論
詩
絶
句
二
十
七
首
」
第
二
首
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。『
文
政
十
七
家
絶
句
』
か
ら
引
用
す
る
。

春
宮
一
種
暁
鶯
音　
　

春
宮　

一
種　

暁
鶯
の
音

竹
裏
商
量
御
柳
陰　
　

竹
裏　

商
量
す　

御
柳
の
陰

日
出
君
臣
佳
話
在　
　

日　

出
づ
る
と
こ
ろ
の
君
臣　

佳
話
在あ

り
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燕
泥
惹
禍
彼
何
心　
　

燕
泥　

禍
を
惹
く　

彼
れ
何
の
心
ぞ

菅
文
時
詠
鶯
曰
、
中
殿
灯
残
竹
裏
音
。
村
上
帝
亦
有
月
落
高
歌
御
柳
陰
句
。
帝
問
其
優
劣
、
文
時
曰
、
聖
作
終
輸
臣
一
籌
。
帝
大
笑
。（
菅

文
時
、
鶯
を
詠
じ
て
曰
く
「
中
殿
に
灯
残
し
て
竹
の
裏
の
音
」
と
。
村
上
帝
に
も
亦
た
「
月
は
落
ち　

高
歌
す　

御
柳
の
陰
」
の
句
有
り
。

帝
、
其
の
優
劣
を
問
ふ
。
文
時
曰
く
、「
聖
作
、
終
に
臣
に
輸
す
る
こ
と
一
籌
な
り
」
と
。
帝
、
大
笑
せ
り（

（（
（

）。

起
承
句
は
、
村
上
天
皇
と
菅
原
文
時
と
の
間
の
議
論
を
指
し
て
い
る
。
二
人
の
詩
句
は
と
も
に
春
の
宮
殿
の
鶯
の
声
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
叙

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
竹
の
中
（「
竹
裏
」）
か
ら
の
も
の
を
描
い
た
文
時
の
詩
句
と
、
柳
の
陰
（「
御
柳
陰
」）
の
も
の
を
取
り
上
げ
た
村
上
天

皇
の
詩
句
と
、
い
ず
れ
の
方
が
優
れ
て
い
る
か
を
議
論
し
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
結
句
で
は
、
隋
の
煬
帝
と
薛
道
衡
と
の
逸
話
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。
煬
帝
は
薛
道
衡
に
自
殺
を
命
じ
た
が
、
一
説
に
こ
れ
は
煬
帝
が
彼
の
文
学
的
才
能
を
嫉
妬
し
た
か
ら
で
あ
り
、
死
に
臨
む
薛
道
衡

に
対
し
て
、
煬
帝
は
、
ま
だ
「
暗
牖
懸
蛛
網
、
空
梁
落
燕
泥
（
暗
牖
に
蛛
網
懸か

か
り
、
空
梁
に
燕
泥
落
つ
）」（「
昔
昔
塩
」
の
一
句
、
名
句
と
し

て
人
口
に
膾
炙
す
る
）
の
よ
う
な
句
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
問
う
た
と
言
う
（『
資
治
通
鑑
』
隋
紀
な
ど
）。
山
陽
は
、
二
人
の
関
係
を
念
頭

に
置
き
つ
つ
、
中
国
で
は
と
き
ど
き
文
学
を
め
ぐ
っ
て
君
臣
間
に
軋
轢
が
生
じ
る
が
、
日
本
で
は
、
菅
原
文
時
と
村
上
天
皇
の
よ
う
に
和
気
藹
々

と
し
た
や
り
と
り
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
十
分
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
山
陽
が
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
一
月
一
四
日
の
梁
川
星
巌

宛
て
の
書
簡（

（（
（

で
、
こ
の
「
論
詩
絶
句
」
第
二
首
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
出
版
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
以
下
、
関
係
す
る
箇
所
を
掲
げ
る
。

拙
詩
さ
て
、
典
故
、
中
覚
に
て
い
た
し
、
橘
良
相
は
、
菅
文
時
之
誤
。
御
柳
陰
の
方
、
御
製
之
。
露
濃
細
語
宮
花
底
、
日
高
高
歌
御
柳
陰
。

菅
文
時
は
、
西
楼
月
落
花
間
曲
、
中
殿
灯
残
竹
裡
音
。
是
に
て
は
、
御
製
の
方
よ
き
様
也
。
何
分
、
終
輸
を
何
同
と
可
仕
候
。
其
方
の
稿
を

御
直
し
置
可
被
下
候
。
菅
文
時
詠
鶯
曰
丶
丶
丶
丶
音
、
村
上
帝
亦
有
日
高
丶
丶
丶
丶
と
御
直
し
置
可
被
下
候
。（
略
）

山
陽
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
を
曖
昧
に
暗
記
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
菅
原
文
時
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
っ
て
橘
良
相
と
記
し
、
さ
ら
に
、
詩

に
つ
い
て
も
村
上
天
皇
の
作
と
文
時
の
作
と
を
取
り
違
え
て
い
た
と
述
べ
、
そ
の
修
正
を
星
巌
に
依
頼
し
て
い
る
。『
頼
山
陽
書
翰
集
』（
民
友
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社
、
一
九
二
七
年
）
の
解
説
は
、
こ
れ
ら
の
文
言
に
つ
い
て
「
誤
り
の
多
か
っ
た
こ
と
を
訂
し
て
ゐ
る
」（
下
巻
、
一
五
〇
頁
）
も
の
と
述
べ
て

い
る
が
、
も
し
こ
れ
が
単
な
る
詩
稿
の
訂
正
で
あ
れ
ば
、「
御
直
し
置
可
被
下
候
」
と
ま
で
言
う
必
要
は
な
い
。
書
簡
の
発
信
時
期
を
考
え
て

も
、
こ
れ
は
山
陽
が
星
巌
に
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
た
め
の
草
稿
を
渡
し
、
そ
の
訂
正
を
依
頼
し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

な
お
、
山
陽
は
、
書
簡
の
中
で
、
村
上
天
皇
の
作
の
方
が
菅
原
文
時
の
詩
よ
り
も
優
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
論
じ
て
い
る
。
菅
原
文
時
の

詩
は
、
元
々
、
句
題
詩
と
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
制
作
に
あ
た
っ
て
は
破
題
な
ど
の
、
独
自
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
い
る（

（（
（

。
山
陽
は
こ
う
し
た
こ

と
を
顧
慮
せ
ず
に
詩
を
評
価
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
近
世
後
期
に
お
け
る
、
古
代
日
本
の
漢
詩
の
受
容
の
あ
り
方
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

四
　
市
河
寛
斎
の
詩
の
異
同
と
底
本
の
問
題

『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
収
録
詩
人
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
当
時
存
命
で
あ
る
が
、
そ
の
編
纂
が
具
体
的
に
企
画
さ
れ
は
じ
め
た
で
あ
ろ
う
文

政
七
、
八
年
（
一
八
二
四
、
五
）
頃
に
は
す
で
に
物
故
し
て
い
た
人
物
も
い
る
。

存
命
の
詩
人
の
場
合
、
先
に
見
た
頼
山
陽
の
場
合
の
よ
う
に
、
詩
稿
な
ど
を
作
者
本
人
か
ら
送
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
編
集
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
物
故
し
た
詩
人
の
場
合
、
こ
う
し
た
措
置
は
と
る
こ
と
が
出
来
ず
、
既
存
の
詩
文
集
な
ど
か
ら
作
品
を
集
め
、
詞
華
集
に
収
録
す

る
こ
と
と
な
る
。
成
立
過
程
の
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
物
故
し
て
い
た
詩
人
の
作
品
中
に
、
今
日
よ
く
参
照
さ
れ
る

刊
本
の
テ
キ
ス
ト
と
の
間
に
、
字
句
の
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
市
河
寛
斎
が
こ
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る（

（（
（

。『
文
政
十
七
家
絶
句
』
に
先
行
す
る
詩
集
に
は
、『
寛
斎
先
生
遺
稿
』（
文
政
四
年
〈
一

八
二
一
〉
刊
）
及
び
寛
斎
ほ
か
四
名
の
江
湖
詩
社
の
詩
人
の
絶
句
を
集
め
た
『
今
四
家
絶
句
』（
文
化
一
二
年
〈
一
八
一
五
〉
刊
）
な
ど
が
あ
る

が
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
に
収
録
さ
れ
た
詩
は
す
べ
て
こ
の
二
つ
の
詩
集
の
ど
ち
ら
か
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
字
句
は
、
こ
の
二
つ

の
詩
集
と
完
全
に
は
一
致
し
て
し
な
い
。

た
と
え
ば
、「
欲
出
遇
雨
（
出
で
ん
と
欲
し
て
雨
に
遇あ

ふ
）」
詩
の
承
句
に
つ
い
て
は
、「
老
慵
無
意
踏
青
青
（
老
慵　

青
青
を
踏
む
に
意
無
し
）」

（『
今
四
家
絶
句
』、『
文
政
十
七
家
絶
句
』）、「
老
慵
無
意
出
郊
垧
（
老
慵　

郊
垧
に
出
づ
る
に
意
無
し
）」（『
寛
斎
先
生
遺
稿
』
巻
三
）
の
よ
う
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に
、
二
種
類
の
字
句
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
番
場
道
中
」
詩
の
起
句
に
つ
い
て
は
、「
春
烟
淡
淡
水
之
陽
（
春
烟　

淡
淡
た
り　

水
の

陽
）」（『
今
四
家
絶
句
』）、「
春
烟
隔
水
暁
茫
々
（
春
烟　

水
を
隔
て
て　

暁　

茫
々
た
り
）」（『
文
政
十
七
家
絶
句
』）、「
春
烟
隔
水
暁
蒼
茫
（
春

烟　

水
を
隔
て
て　

暁　

蒼
茫
た
り
）」（『
寛
斎
先
生
遺
稿
』）
と
三
つ
の
詩
集
で
そ
れ
ぞ
れ
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
刊
本
で
は
な
い
媒
体
か
ら
詩
を
採
取
し
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
今
四
家
絶
句
』
や
『
寛
斎
先
生
遺
稿
』
な
ど
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る
版
本
と
は
別
の
字
句
を
持
つ
テ
キ
ス
ト

が
あ
り
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
本
文
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
人
に
書
き
与
え
た
書
幅
や
回
覧
中

の
詩
稿
な
ど
の
情
報
が
、
写
本
な
ど
の
か
た
ち
で
人
々
の
間
を
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
王
香
自
身
が
跋
文
中
で
「
断
簡
零
墨
」
よ

り
詩
を
採
取
し
た
旨
を
述
べ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
事
情
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
編
者

が
手
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
後
掲
す
る
菅
茶
山
の
詩
に
お
け
る
異
同
も
含
め
、
先
人
の
作
に
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
改
変
を

施
し
得
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

寛
斎
の
詩
そ
の
も
の
の
評
価
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
、
と
く
に
興
味
深
い
の
は
、
東
海
道
の
藤
川
宿
に
お
け
る
旅
情
を
詠
っ
た
「
藤
川
道
中
」

で
あ
る
。
以
下
に
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
か
ら
詩
を
引
用
す
る
。

三
杯
買
醉
杜
茅
柴　
　

三
杯　

醉
を
買
ふ　

杜
茅
柴

也
過
客
途
堪
放
懐　
　

也ま

た
過
ぐ　

客
途　

放
懐
す
る
に
堪
へ
た
り

六
十
老
翁
脚
如
鉄　
　

六
十
の
老
翁　

脚
は
鉄
の
如
し

春
寒
不
畏
海
風
霾　
　

春
寒　

海
風
の
霾ほ
こ
りを

畏
れ
ず　

「
杜
茅
柴
」
は
ど
ぶ
ろ
く
の
こ
と
。
詩
は
そ
の
前
半
に
お
い
て
、
三
杯
の
酒
を
飲
み
、
旅
の
道
を
ゆ
く
が
、
そ
れ
は
気
晴
ら
し
に
も
な
る
、
と

述
べ
て
い
る
。
後
半
で
は
、
春
の
肌
寒
い
気
候
の
中
、
海
風
に
よ
っ
て
立
つ
土
埃
を
も
の
と
も
せ
ず
に
、
自
身
は
鉄
の
よ
う
な
健
脚
に
よ
っ
て
進

ん
で
い
く
と
詠
っ
て
い
る
。

こ
の
詩
の
転
句
は
、『
寛
斎
先
生
遺
稿
』
で
は
「
六
十
老
翁
脚
似
鉄
（
六
十
の
老
翁　

脚
は
鉄
に
似
た
り
）」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
比
較
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す
る
と
、
明
ら
か
に
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
字
句
の
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、『
寛
斎
先
生
遺
稿
』
の
詩
句

は
、
平
仄
の
点
で
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
者
の
違
い
は
、「
似
」
と
「
如
」
の
一
字
で
あ
る
が
、「
似
」
は
仄
声
、「
如
」
は
平
声
で

あ
る
。『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
「
脚
如
鉄
」
の
場
合
、
転
句
は
、
挟
み
平
（
挟
平
格
）
と
な
る
が
、『
寛
斎
先
生
遺
稿
』
の
「
脚
似
鉄
」
の
か
た

ち
で
は
、
孤
平
、
下
三
連
（
下
三
仄
）
を
と
も
に
犯
し
て
し
ま
い
、
音
韻
の
点
で
疎
漏
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、『
今
四
家
絶
句
』
は
、「
六
十
老
翁
猶
跌
宕
（
六
十
の
老
翁　

猶
ほ
跌
宕
た
り
）」
と
な
っ
て
お
り
、『
十
七
家
』
や
『
遺
稿
』
所
収
の

詩
句
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。「
跌
宕
」
は
自
由
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
な
ど
の
意
で
あ
り
、
こ
の
字
句
の
場
合
、
平
仄
上
の
問
題
は
な
い
。

様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
も
蓋
然
性
が
高
い
の
は
、
最
初
に
「
猶
跌
宕
」
の
案
が
あ
り
、
そ
れ
が
『
今
四
家
絶
句
』
に
掲
載
さ
れ
そ

の
後
、
表
現
を
よ
り
穏
当
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、「
脚
如
鉄
」
や
「
脚
似
鉄
」
な
ど
の
案
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

五
　
菅
茶
山
「
宿
生
田
」
と
近
代
に
お
け
る
江
戸
漢
詩
の
受
容
状
況

別
集
所
収
分
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
詩
人
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
論
じ
て
ゆ
く
。
備
後
神
辺
の
詩
人
で
あ
る
菅
茶
山
は
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』

刊
行
時
に
自
身
の
別
集
が
出
版
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
農
功
」
以
下
、
本
詞
華
集
に
収
録
さ
れ
る
三
一
篇
の
詩
は
、
す
べ
て
『
黄
葉
夕
陽

村
舎
詩
前
編
』（
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉、
以
下
「
黄
葉
・
前
編
」
と
言
う
）、『
同
後
編
』（
文
政
六
年
〈
一
八
二
三
〉
刊
、
以
下
「
黄
葉
・
後

編
」
と
言
う
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
収
録
さ
れ
た
詩
の
字
句
に
は
六
点
の
異
同
が
確
認
で
き
る
。

① 

「
旌
旗
不
動
寒
将
凍
（
旌
旗　

動
か
ず　

寒
く
し
て
将
に
凍
ら
ん
と
す
）」（「
塞
上
曲
（
其
一
）」
転
句
） 

 

黄
葉
・
前
編
・
巻
三
で
は
、「
動
」
を
「
展
」
に
作
る
。

② 

「
月
暗
楠
公
墓
畔
村
（
月
は
暗
し　

楠
公　

墓
畔
の
村
）」（「
宿
生
田
」
結
句
） 

 

黄
葉
・
前
編
・
巻
四
で
は
、「
暗
」
を
「
黒
」
に
作
る
。

③ 

「
只
聞
終
日
馬
声
譁
（
只
だ
聞
く　

終
日　

馬
声
の
譁
し
き
を
）」（「
遠
州
途
上
」
承
句
）

黄
葉
・
後
編
・
巻
六
で
は
、「
声
」
を
「
蹄
」
に
作
る
。
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④ 

「
山
僧
乞
我
小
園
芳
（
山
僧　

我
に
小
園
の
芳
を
乞
ふ
）」（「
秋
日
雑
咏
（
其
二
）」
起
句
） 

黄
葉
・
後
編
・
巻
七
で
は
、「
山
」
を
「
隣
」
に
作
る
。

⑤ 
「
微
香
暗
認
渚
蓮
開
（
微
香　

暗
か
に
認
む　

渚
蓮
の
開
く
を
）」（「
夏
日
雑
詩
（
其
一
）」
起
句
） 

黄
葉
・
後
編
・
巻
八
で
は
、「
微
」
を
「
聞
」
に
、「
暗
」
を
「
已
」
に
作
る
。

⑥ 

「
風
定
始
看
波
底
影
（（
風
定
り
て　

始
め
て
看
る　

波
底
の
影
）」（「
夏
日
雑
詩
（
其
一
）」
転
句
）

黄
葉
・
後
編
・
巻
八
で
は
、「
始
」
を
「
静
」
に
作
る
。

こ
れ
ら
の
異
同
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
は
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。
菅
茶
山
は
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
に
死
去
し
て
お
り
、
刊
行
さ
れ

た
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
王
香
と
星
巌
が
知
り
合
っ
た
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
以
降
は
な
お
存
命
で
あ

り
、
頼
山
陽
を
は
じ
め
、
京
都
在
住
の
文
人
と
も
書
簡
を
や
り
と
り
し
て
い
る
。
字
句
の
違
い
は
、
偶
発
的
な
要
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
も
し
れ

な
い
し
、
茶
山
自
身
の
意
思
が
反
映
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る（

（（
（

。

な
お
、
両
者
を
比
較
し
た
場
合
、
平
仄
な
ど
で
、
ど
ち
ら
か
が
明
瞭
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、「
遠
州
途
上
」
詩
の
「
馬

声
譁
」
と
「
馬
蹄
譁
」
と
で
は
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
「
馬
声
」
と
「
譁
」
と
の
組
み
合
わ
せ
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
蓮
の
香
り
は
感
じ
て
い
た
が
、
水
辺
に
葉
が
重
な
り
、
花
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
い
た
と
詠
う
「
夏
日
雑
詩
其
一
」
前
半
部
に
お
い
て
は
、

嗅
覚
が
視
覚
に
先
行
し
て
い
た
こ
と
が
明
瞭
な
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
の
方
が
穏
当
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る（

（（
（

。

む
し
ろ
、
こ
う
し
た
異
同
は
、
後
世
に
お
け
る
茶
山
の
詩
の
受
容
を
検
討
す
る
際
に
、
興
味
深
い
情
報
を
提
供
す
る
。
茶
山
の
詩
の
中
で
最
も

よ
く
知
ら
れ
た（

（（
（

「
宿
生
田
（
生
田
に
宿
る
）」
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

以
下
、
こ
の
詩
を
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
所
収
の
か
た
ち
で
掲
出
す
る
。

千
歳
恩
讐
両
不
存　
　

千
歳　

恩
讐　

両ふ
た
つ
な
が
ら
存
せ
ず

風
雲
長
為
弔
忠
魂　
　

風
雲　

長と
こ
しへ

に
為
に
忠
魂
を
弔
ふ

客
窓
一
夜
聴
松
籟　
　

客
窓　

一
夜　

松
籟
を
聴
く
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月
暗
楠
公
墓
畔
村　
　

月
は
暗
し　

楠
公　

墓
畔
の
村

南
朝
の
忠
臣
で
あ
る
楠
正
成
は
、
湊
川
の
地
で
戦
死
し
、
墓
も
こ
の
地
に
築
か
れ
た
。
詩
は
、
茶
山
が
旅
の
途
中
、
近
隣
の
生
田
村
に
宿
泊
し
た

際
の
感
懐
を
詠
っ
て
い
る
。
詩
の
前
半
で
は
、
長
い
時
が
経
つ
間
に
、
南
北
朝
の
い
ず
れ
の
当
事
者
も
い
な
く
な
り
、
風
と
雲
だ
け
が
墓
を
取
り
巻

い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
後
半
は
、
松
風
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
生
田
村
で
正
成
の
こ
と
を
思
い
見
る
茶
山
自
身
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

近
代
の
詞
華
集
や
注
解
書
の
中
に
は
、
茶
山
の
別
集
に
載
る
「
月
黒
」
で
は
な
く
、
こ
の
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
所
収
の
か
た
ち
で
掲
載
す
る

も
の
が
一
定
数
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
前
期
に
広
く
読
ま
れ
た
吉
嗣
拝
山
編
『
寒
玉
音
前
集
』（
明
治
四
年
〈
一
八
七
一
〉
刊
）
や
、

百
版
を
越
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
簡
野
道
明
編
『
和
漢
名
詩
類
選
評
釈
』（
大
正
三
年
〈
一
九
一
四
〉
刊
）、
さ
ら
に
今
日
、
最
も
普
及
し

て
い
る
猪
口
篤
志
編
『
新
釈
漢
文
大
系　

日
本
漢
詩
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
）
な
ど
は
、「
月
暗
」
を
採
用
し
て
い
る（

（（
（

。
他
に
も
「
月
暗
」

に
作
る
資
料
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
が
こ
う
し
た
字
句
の
も
の
が
拡
散
す
る
一
つ
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
こ
の
詞
華
集
が
、
近
代
に
お
け
る
漢
詩
を
め
ぐ
る
教
養
の
形
成
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

六
　
頼
杏
坪
「
江
都
客
裏
雑
詩
」
と
近
代
に
お
け
る
江
戸
漢
詩
の
受
容
状
況

詩
人
の
別
集
に
は
掲
載
さ
れ
ず
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
に
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
詩
も
存
在
す
る
。
そ
の
最
も
重
要
な
例
と
し
て
、
頼
杏
坪

の
「
江
都
客
裏
雑
詩
」
が
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
江
戸
の
風
俗
や
景
勝
を
題
材
と
す
る
全
八
首
の
連
作
詩
で
あ
り
、
杏
坪
の
江
戸
に
お
け
る
見
聞
に

基
づ
い
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
江
都
客
裏
雑
詩
」
は
、
杏
坪
の
別
集
『
春
草
堂
詩
鈔
』（
天
保
五
年
〈
一
八
三
四
〉
刊
）
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
杏
坪
の
詩
の

う
ち
、
後
世
最
も
親
し
ま
れ
た
詩
と
言
え
る
。
と
く
に
そ
の
第
五
首
は
、
多
く
の
詞
華
集
に
掲
げ
ら
れ
、
人
口
に
膾
炙
し
た
。
具
体
的
に
述
べ
る

な
ら
ば
、
先
に
挙
げ
た
『
和
漢
名
詩
鈔
』
や
『
和
漢
名
詩
類
選
評
釈
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
詩
を
引
用
す
る
。

八
百
八
街
宵
月
明　
　

八
百
八
街　

宵
月　

明
ら
か
な
り

秋
風
処
処
売
虫
声　
　

秋
風　

処
　々

虫
声
を
売
る
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貴
人
不
解
籠
間
語　
　

貴
人
は
解
せ
ず　

籠
間
の
語

総
是
西
郊
風
露
情　
　

総す
べ
て
是こ

れ
西
郊
風
露
の
情

「
八
百
八
街
」
は
、
当
時
、
江
戸
を
八
百
八
町
と
称
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
。「
籠
間
語
」
と
は
籠
の
中
で
鳴
く
秋
の
虫
の
声
。
詩
は
、
前
半
に
お

い
て
、
江
戸
の
街
に
宵
の
月
が
か
か
り
、
秋
風
が
吹
く
な
か
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
虫
売
り
が
い
る
と
詠
っ
て
い
る
。
後
半
で
は
、
こ
う
し
た
情
景
描

写
を
踏
ま
え
、
身
分
の
高
い
人
々
は
、
こ
の
籠
か
ら
聞
こ
え
る
虫
の
美
し
く
も
哀
し
げ
な
声
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
詩
が
、
後
世
、
高
位
の
人
々
が
民
情
に
通
じ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
た
詩
と
し
て
解
釈
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
明
治

期
以
降
の
注
解
書
を
見
て
み
よ
う
。
当
該
詩
は
江
戸
の
秋
の
風
情
を
詠
っ
た
詩
と
し
て
も
理
解
で
き
、
た
と
え
ば
、『
和
漢
名
詩
鈔
』
で
は
「
江

戸
の
市
街
月
明
の
夜
、
秋
風
に
涼
し
き
虫
声
を
売
る
が
貴
人
は
籠
中
の
虫
が
総
て
西
郊
の
草
野
に
在
り
て
秋
の
哀
を
語
る
情
を
解
せ
ざ
る
な
る
べ

し
」
と
虫
に
対
す
る
愛
憐
の
意
を
述
べ
し
な
り
」
と
こ
の
季
節
の
風
物
を
印
象
的
に
記
し
た
詩
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
和
漢
名
詩
類

選
評
釈
』
に
は
、「（
略
）
さ
て
之
れ
を
買
ふ
貴
人
は
、
籠
中
の
虫
の
声
は
、
総
て
秋
の
草
野
の
風
露
の
哀
な
る
情
を
語
る
な
る
こ
と
を
ば
悟
ら
ざ

る
べ
し
と
、
虫
声
を
仮
り
て
下
情
に
通
ぜ
ざ
る
貴
人
を
諷
刺
し
た
る
な
り
」
と
論
じ
、
為
政
者
批
判
の
詩
と
し
て
見
て
い
る
。

元
来
、
詩
に
風
刺
的
な
意
味
を
と
る
か
に
つ
い
て
は
、
読
者
の
感
覚
に
依
存
す
る
面
が
大
き
く
、
こ
の
詩
の
場
合
も
、
杏
坪
の
意
図
に
か
か
わ

ら
ず
、
徳
川
幕
府
の
瓦
解
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
、
解
釈
に
作
用
し
て
い
る
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
偶
然
に
も
こ
う
し
た
〝
先
覚
的
〞
な
詩
を
掲

出
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
詞
華
集
が
明
治
期
以
降
も
な
お
尊
重
さ
れ
る
、
一
つ
の
理
由
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、「
江
都
客
裏
雑
詩
」
へ
の
後
世
の
反
応
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号

二
三
七
・
二
‐
三
六
）
の
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
へ
の
田た

な
べ部

密ひ
そ
か（

天
保
九
年
〈
一
八
三
八
〉
│
明
治
四
三
年
〈
一
九
一
〇
〉）
に
よ
る
書
入
れ
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
田
部
は
、
彦
根
に
生
ま
れ
、
維
新
期
に
は
志
士
と
し
て
活
躍
し
、
大
阪
鉄
道
株
式
会
社
社
長
な
ど
を
務
め
た
。
明
治
二

七
年
（
一
八
九
五
）
に
こ
の
詞
華
集
を
読
了
し
（
上
巻
末
尾
に
「
明
治
二
十
七
年
甲
子
七
月
十
三
日
朱
批　

田
部
密
」
の
書
入
れ
が
あ
る
）、
多

く
の
詩
に
評
を
付
し
て
い
る
。

「
江
都
客
裏
雑
詩
」
の
中
で
田
部
が
と
く
に
関
心
を
持
っ
た
の
が
第
四
首
で
あ
っ
た
。
詩
は
、「
長
戟
風
揺
黄
豹
尾
、
双
旄
日
暎
白
龍
髯
。
鄙
人
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安
識
蕭
曹
面
、
玉
轎
不
開
斑
竹
簾
（
長
戟　

風
に
揺
れ
た
り　

黄
の
豹
尾
、
双
旄　

日
に
映
ず　

白
の
龍
髯
。
鄙
人　

安い
づ
くん

ぞ
知
ら
ん　

蕭
曹
の

面
、
玉
轎　

開
か
ず　

斑
竹
の
簾
）」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
元
旦
の
大
名
の
江
戸
城
へ
の
登
城
を
詠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
長
柄
の
槍
や

馬
印
が
立
ち
並
ぶ
な
か
、
藩
主
た
ち
は
豪
華
な
駕
籠
の
簾
の
中
に
お
り
、
見
物
に
来
た
庶
民
か
ら
は
見
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
。「
蕭
曹
」
は
、

漢
の
高
祖
を
補
佐
し
た
蕭
何
と
曹
参
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
家
格
の
高
い
者
や
幕
閣
の
要
職
に
あ
る
者
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
（
田
部
は
、
こ
の

語
に
「
指
閣
老
（
閣
老
を
指
す
）」
と
書
き
込
ん
で
い
る
）。

こ
の
詩
に
対
し
て
、
田
部
は
「
密
云
、
徳
川
幕
府
二
百
年
之
治
、
其
弊
漸
極
、
侯
伯
張
虚
威
競
浮
飾
、
二
十
八
字
写
得
宛
然
（
密
云
く
、
徳
川
幕

府
の
二
百
年
の
治
、
其
の
弊
、
漸
く
極
れ
り
、
侯
伯
は
虚
威
を
張
り
浮
飾
を
競
ふ
、
二
十
八
字
、
写
し
得
て
宛
然
た
り
）」
と
書
き
込
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、
徳
川
家
の
な
が
い
統
治
の
中
で
、
諸
侯
が
虚
勢
を
張
り
、
う
わ
べ
を
飾
る
な
ど
の
問
題
が
出
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
状
況
を
巧
み
に
写

し
て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、「
江
都
客
裏
雑
詩
」
は
、
幕
府
の
衰
退
の
予
兆
を
捉
え
た
詩
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
成
立
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
こ
の
詞
華
集
が
、
ど
の
よ
う
に
後
世
の
人
々
か
ら
読
ま
れ
た
か
に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
。『
文
政
十
七
家
絶
句
』
は
、
広
島
と
い
う
地
方
の
富
商
で
あ
っ
た
加
藤
王
香
が
、
当
時
、
詩
壇
の
中
心
に
い
た
梁
川
星
巌

と
協
力
し
て
編
纂
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
そ
の
刊
行
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
漢
詩
文
化
の
地
方
へ
の
浸
透
が
い
か
に
大
き
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
別
集
と
の
字
句
の
異
同
は
、
本
書
が
、
刊
行
さ
れ
た
詩
集
以
外
の
媒
体
を
底
本
と
し
て
編
ま
れ
た
こ
と
を
示
唆

し
て
お
り
、
近
世
後
期
の
漢
詩
の
流
布
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
は
、
後
に
編
纂
さ
れ
た
詞
華
集
や
注
解
書
に
も
影

響
を
与
え
、
幕
末
期
以
降
の
漢
詩
の
教
養
の
形
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

な
お
、
天
保
期
以
降
の
王
香
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
三
原
藩
出
身
の
儒
者
で
あ
っ
た
吉
村
秋
陽
の
日
記
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。
秋
陽

の
日
記
「
読
我
書
楼
長
暦
」
に
よ
れ
ば
、
二
人
は
す
で
に
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
の
段
階
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
り
（
一
一
月
八
日
の

条
）、
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
六
月
二
一
日
に
は
、
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
秋
陽
の
も
と
に
王
香
か
ら
の
書
信
が
届
い
て
い
る
。
両
者
は
、



─ 219─

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
互
い
の
家
を
往
来
し
、
詩
酒
の
宴
を
し
ば
し
ば
設
け
て
い
る
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
七
月

二
十
三
日
の
頼
杏
坪
の
死
に
際
し
て
は
、
秋
陽
は
王
香
と
と
も
に
、
杏
坪
宅
を
訪
れ
て
い
る
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
八
月
に
な
る
と
、
王
香

は
、
父
母
と
と
も
に
長
崎
へ
旅
立
ち
、
秋
陽
は
そ
れ
を
見
送
っ
て
い
る
。
王
香
は
、
翌
年
七
月
に
帰
国
し
た（

（（
（

。

こ
の
後
、
し
ば
ら
く
、
王
香
に
関
係
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
秋
陽
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
五
月
一
二
日
に
奎
曄
閣
の
権
七

が
、
主
人
の
訃
報
を
秋
陽
に
伝
え
、
あ
わ
せ
て
墓
碑
に
つ
い
て
相
談
し
に
来
た
と
記
し
て
い
る
。
過
去
帳
に
も
書
か
れ
る
と
お
り
、
王
香
が
亡
く

な
っ
た
の
は
、
同
年
閏
四
月
二
八
日
で
あ
っ
た
。
秋
陽
は
、
こ
の
こ
と
を
、
大
坂
に
い
た
儒
者
の
荒
井
鳴
門
と
書
肆
河
内
屋
を
経
営
す
る
柳
原
喜

兵
衛
と
に
報
じ
て
お
り
、
王
香
を
取
り
巻
く
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。
秋
陽
は
、
そ
の
後
、
一
周

忌
及
び
三
周
忌
に
参
列
し
、
天
保
十
三
年
一
月
十
九
日
に
王
香
の
父
が
没
し
た
後
は
、
秋
陽
は
二
人
の
墓
に
詣
で
て
い
る（

（（
（

。

注（
（
）	

『
文
政
十
七
家
絶
句
』
に
つ
い
て
は
、
富
士
川
英
郎
他
編
『
詞
華
集
日
本
漢
詩
第
八
巻
・
絶
句
集
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
）
解
題
、
村
田
栄
三
郎

「
江
戸
後
期
絶
句
総
集
版
本
考
│
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
よ
り
『
慶
應
十
家
絶
句
』」（『
東
洋
文
化
』
五
四
号
〈
通
巻
二
八
八
号
〉
一
九
八
五
年
三
月
）

な
ど
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
と
く
に
そ
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
村
田
氏
の
論
文
が
詳
し
く
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
正
月
版
、
同
五
月
版
、
嘉
永

元
年
（
一
八
四
八
）
一
一
月
版
の
三
種
が
あ
り
、
前
二
者
に
つ
い
て
は
、
刊
行
書
肆
や
見
返
し
の
記
載
な
ど
の
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
さ
ら
に
数
種
に
分

類
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
最
も
早
い
も
の
に
つ
い
て
、
村
田
氏
は
、
文
政
一
二
年
正
月
版
（
見
返
し
に
「
王
香
主
人
輯　

奎
曄
閣
／
積

書
堂　

発
兌
」
と
あ
り
、
奥
付
に
「
文
政
十
二
己
丑
春
正
月
発
行
」
と
刻
さ
れ
る
）
と
し
て
い
る
。

（
（
）	

こ
の
ほ
か
、
主
要
な
も
の
と
し
て
は
、『
安
政
三
十
二
家
絶
句
』（
安
政
四
年
〈
一
八
五
七
〉
刊
）、『
文
久
二
十
六
家
絶
句
』（
文
久
二
年
〈
一
八
六

二
〉）、『
慶
応
十
家
絶
句
』（
慶
応
三
年
〈
一
八
六
七
〉）、『
明
治
三
十
八
家
絶
句
』（
明
治
四
年
〈
一
八
七
一
〉
刊
）
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
、
編
者
や
版

元
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
華
集
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
実
際
の
性
質
は
多
様
で
あ
る
。

（
（
） 

加
藤
王
香
の
事
績
に
つ
い
て
は
、『
新
修
広
島
市
史
』
第
四
巻
・
文
化
風
俗
史
編
（
広
島
市
、
一
九
五
八
年
、
一
八
六
頁
）
が
詳
し
い
。
な
お
、『
国
書
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人
名
辞
典
』
の
記
載
は
、
主
と
し
て
玉
井
源
作
編
『
芸
備
先
哲
伝
』（
一
九
二
五
年
）
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
王
香
」
を
「
玉
香
」
と
記
す
な

ど
誤
り
も
あ
る
。
な
お
、『
芸
備
先
哲
伝
』
に
は
、「
家
号
は
米
屋
と
い
ひ
、
其
家
富
め
り
。
書
肆
を
業
と
し
、
文
華
堂
と
称
す
。
…
幼
よ
り
読
書
を
好

み
、
常
に
文
雅
の
交
遊
あ
り
…
居
常
恭
謹
よ
く
親
に
事
へ
、
頗
る
令
名
あ
り
し
が
、
身
体
虚
弱
、
年
僅
に
三
十
有
五
に
し
て
歿
す
…
父
を
修
吾
と
い
ひ
、

其
第
二
子
な
り
…
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
文
華
堂
」
と
い
う
屋
号
に
つ
い
て
は
な
お
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

（
（
）	

長
尾
山
光
圓
寺
住
職
の
飯
田
通
氏
に
ご
教
示
に
よ
る
。

（
（
） 

江
戸
の
江
湖
詩
社
の
周
辺
で
編
ま
れ
た
『
宋
三
大
家
絶
句
』（
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉
序
）、『
三
家
妙
絶
』（
文
化
四
年
〈
一
八
〇
七
〉
刊
）、『
広
三

大
家
絶
句
』（
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
刊
）
や
、
舘
柳
湾
ら
が
編
ん
だ
『
晩
唐
十
家
絶
句
』〈
文
化
四
年
〈
一
八
〇
七
〉
序
〉、『
晩
唐
十
二
家
絶
句
』

（
文
化
五
年
〈
一
八
〇
八
〉
序
）、『
中
唐
十
家
絶
句
』（
文
化
七
年
〈
一
八
一
〇
〉
序
）、『
中
唐
二
十
家
絶
句
』（
文
政
七
年
〈
一
八
二
四
〉
刊
）
な
ど

が
そ
れ
に
当
た
る
。

（
（
） 

梁
川
星
巌
「
王
香
聞
余
夜
就
館
、
送
梅
花
一
枝
。
喜
而
賦
。
時
元
夕
（
王
香
、
余
の
夜
に
館
に
就
く
を
聞
き
、
梅
花
一
枝
を
送
ら
る
。
喜
び
て
賦
す
。

時
に
元
宵
な
り
）」
詩
（『
星
巌
乙
集
』
巻
四
）
に
よ
る
。

（
7
） 

梁
川
星
巌
「
王
香
亀
年
諸
子
、
要
余
泛
舟
於
三
篠
川
、
得
四
絶
句
。
時
王
香
遣
家
妓
、
故
末
章
戯
之
（
王
香
・
亀
年
諸
子
、
余
に
舟
を
三
篠
川
に
泛
べ

る
こ
と
を
要も
と
め
、
四
絶
句
を
得
た
り
。
時
に
王
香
、
家
妓
を
遣
る
、
故
に
末
章
は
之
を
戯か
ら
かふ
）」
詩
（
同
前
）
及
び
そ
の
第
三
首
の
自
注
「
残
香
𠅘
在

城
南
、
即
王
香
別
業
（
残
香
亭
は
城
南
に
在
り
、
即
ち
王
香
の
別
業
な
り
）」
に
よ
る
。

（
（
） 

文
政
一
一
年
三
月
二
七
日
金
森
匏
庵
宛
梁
川
星
巌
書
簡
（『
梁
川
星
巌
全
集
』
第
四
巻
〈
前
掲
〉
六
│
七
頁
）。「
扨
て
全
唐
詩
の
好
本
無
之
、
困
入
申

候
。
本
月
六
日
頃
よ
り
、
広
島
の
加
藤
文
二
郎
上
京
に
付
、
右
全
唐
詩
上
木
の
一
件
話
し
候
処
、
一
套
づ
ゝ
彫
候
は
、
実
に
良
図
と
喜
候
て
、
即
時
に

な
か
ま
入
い
た
し
候
」。

（
9
） 

山
陽
は
、「
醉
破
君
瓢
花
外
村
、
補
吾
膠
漆
尚
温
存
。
庚
庚
橫
理
君
宜
記
、
亦
是
春
鴻
旧
爪
痕
（
醉
ひ
て
君
が
瓢
を
破
る　

花
外
の
村
、
吾
が
膠
漆
を

補お
ぎ
なひ

て　

尚
ほ
温
存
す
。
庚
庚
た
る
橫
理　

君　

宜よ
ろ

し
く
記き

す
べ
し
、
亦
た
是
れ　

春
鴻　

旧
爪
の
痕
）」
と
詠
っ
て
い
る
。

（
（0
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（
日
本
漢
詩
文
八
七
│

二
一
二
│

一
〜
二
）
の
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
巻
末
に
は
、
奎
曄
閣
の
書
籍
広
告
（「
広
島
書
林
奎
曄

閣
蔵
版
書
目
」）
が
あ
り
、「
錦
字
箋　

清
・
黄
澐
纂　

袖
珍
竹
帋
本　

四
冊　

古
今
新
奇
ナ
ル
故
事
ヲ
門
部
ニ
分
チ
提
携
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
。
文
人
詞
客

不
可
欠
の
書
ナ
リ
╱
王
香
園
樷
書
第
一
集　

二
十
四
詩
品　

雲
渓
友
議　

蓮
坡
詩
話　

計
三
種　

二
冊
／
文
政
十
七
家
絶
句　

王
香
主
人
輯　

二
冊
／

全
唐
詩
話　

宋
・
尤
延
之
著　

六
冊
／
星
嵓
先
生
西
征
詩　

王
香
主
人
編
注　

巻
首
附
王
百
谷
画
宗
崎
嶴
図　

二
冊
／
全
唐
詩　

清
本
翻
刻　

一
百
二

十
冊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
刊
行
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
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（
（（
） 

大
塚
雲
渦
は
、
彦
根
藩
士
の
木
俣
氏
の
家
来
で
あ
り
、
そ
の
事
績
は
、
梅
辻
春
樵
「
雲
渦
大
塚
翁
墓
誌
銘
」（『
春
樵
隠
士
家
稿
』『
帆
載
斜
陽
集
』
下
）

に
詳
し
い
が
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
こ
と
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
今
関
天
彭
「
梁
川
星
巌
評
伝
（
二
）」『
雅
友
』
五
九
号
、
一
九
六
三
年
六

月
、
後
、
揖
斐
高
編
『
江
戸
詩
人
評
伝
集
│
詩
誌
『
雅
友
』
抄
二
』〈
第
二
巻
〈
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
五
年
、
三
三
頁
〉
所
収
〉
に
は
、「
そ

の
編
輯
は
星
巌
門
下
の
大
塚
雲
渦
だ
と
広
瀬
淡
窓
は
い
つ
て
ゐ
る
が
（
下
略
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
） 

頼
山
陽
「
論
詩
絶
句
二
十
七
首
」
に
つ
い
て
は
、
頼
成
一
・
伊
藤
吉
三
訳
注
『
頼
山
陽
詩
抄
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
四
年
）、
竹
村
則
行
「
頼
山
陽
の

論
詩
絶
句
と
袁
枚
の
論
詩
絶
句
」（『
文
学
研
究
（
九
州
大
学
）』
八
九
号
、
一
九
九
二
年
三
月
）
な
ど
に
訳
解
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
文
政
十
七
家

絶
句
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

（
（（
） 

村
上
天
皇
と
菅
原
文
時
の
逸
話
は
、
そ
の
大
要
は
諸
文
献
で
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
一
部
に
違
い
が
あ
り
、
た
と
え
ば
結
末
は
、『
江
談
抄
』
で
は
、

「
主
上
感
歎
せ
し
め
給
ひ
て
、
渧
泣
し
給
ふ
」
と
あ
り
、
感
激
の
た
め
涙
を
流
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
永
済
『
和
漢
朗
詠
集
註
』（
寛
文
一
一
年

〈
一
六
七
一
〉
刊
）
も
「
主
上
大
ニ
感
セ
サ
セ
給
テ
垂
涙
シ
坐
ス
」、
信
阿
『
和
漢
朗
詠
集
私
註
』（
刊
本
）
に
も
「
主
上
大
令
感
歎
（
主
上　

大
ひ
に

感
歎
せ
し
む
）」
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
江
談
抄
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。『
今
昔
物
語
』
巻
二
四
も
こ
ち
ら
に
近
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
史
館
茗

話
』
で
は
、「
帝
咲
（
帝
咲わ
ら

ふ
）」
と
あ
り
、
岡
西
惟
中
『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』（
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
刊
）
な
ど
は
こ
れ
と
同
じ
記
述
で
あ
る
。

山
陽
の
「
論
詩
絶
句
」
で
は
村
上
天
皇
が
笑
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
後
者
の
系
統
の
文
献
を
見
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
） 

『
山
陽
遺
稿
』（
天
保
一
二
年
〈
一
八
四
一
〉
刊
）
所
収
の
「
論
詩
絶
句
二
十
七
首
」
に
は
自
注
が
な
い
。
ま
た
、
詩
稿
を
底
本
と
す
る
『
頼
山
陽
全
書
』

（
詩
集
、
民
友
社
、
一
九
三
二
年
、
六
〇
〇
頁
）
で
は
、
自
注
が
「
村
上
帝
詠
鶯
曰
、
月
落
高
歌
御
柳
陰
。
菅
文
時
亦
有
中
殿
灯
残
竹
裏
音
句
。
帝
問

其
優
劣
。
文
時
曰
、
聖
作
終
輸
臣
一
等
。
帝
大
笑
」
と
な
っ
て
お
り
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
自
注
と
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
字
句
が
や
や
異
な

っ
て
い
る
。

（
（（
） 

『
頼
山
陽
書
翰
集
』
下
巻
（
前
掲
、
一
四
九
〜
一
五
二
頁
）
所
収
の
四
一
七
番
書
簡
。『
梁
川
星
巌
全
集
』
第
五
巻
、
一
九
五
八
年
、
一
一
六
〜
一
一
七

頁
）
に
も
同
様
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
） 

山
陽
の
書
簡
中
の
依
頼
が
す
べ
て
反
映
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
山
陽
は
書
簡
中
で
、「
終
輸
（
終
に
輸
す
）」
を
「
何
同
（
何
ぞ
同

じ
か
ら
ん
）」
に
変
更
し
て
ほ
し
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
時
が
天
皇
の
作
よ
り
も
自
身
の
作
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
発
言
に
つ
い
て
、
若
干

ぼ
か
し
た
言
い
方
に
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』『
頼
山
陽
全
書
』
の
自
注
の
該
当
部
分
は
、
と
も
に
「
終
輸
」
の
ま

ま
と
な
っ
て
い
る
。

（
（7
） 

佐
藤
道
生
『
句
題
詩
論
考
│
王
朝
漢
詩
と
は
何
ぞ
や
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
第
三
章
「
句
題
詩
の
展
開
」、
八
〇
頁
）
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
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こ
の
詩
は
、
平
安
後
期
に
一
般
的
と
な
っ
た
句
題
詩
の
作
り
方
に
則
っ
て
お
り
、
題
の
「
宮
鴬
囀
暁
光
」
の
「
宮
」
を
「
西
楼
」「
中
殿
」
に
、「
鴬
囀
」

を
「
花
間
曲
」「
竹
裏
音
」
に
、「
暁
光
」
を
「
月
落
」「
灯
残
」
に
言
い
換
え
、
破
題
し
て
い
る
。

（
（（
） 
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
の
企
画
以
前
に
物
故
し
た
人
物
と
し
て
、
他
に
柏
木
如
亭
が
い
る
。
た
だ
、
如
亭
に
つ
い
て
は
、
刊
行
さ
れ
た
彼
の
詩
集
に
基

づ
い
て
、
選
詩
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
文
政
十
七
家
絶
句
』
中
の
如
亭
の
詩
は
、
す
べ
て
『
如
亭
山
人
藁
初
編
』
と
『
如
亭
山
人
遺
稿
』
に

す
べ
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
掲
載
の
順
番
も
、
こ
れ
ら
の
詩
集
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
（9
） 

茶
山
の
別
集
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
前
編
』
刊
行
に
際
し
て
は
、
書
肆
が
茶
山
の
承
諾
を
得
ず
に
出
版
し
た
も
の
な
ど
、
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
（
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』
福
武
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
下
巻
、
一
二
一
頁
）。
こ
う
し
た
事
情
が
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
（0
）	

「
夏
日
雑
詩
其
一
」
は
以
下
の
通
り
。「
聞
香
已
認
渚
蓮
開
、
万
葉
交
加
乱
翠
堆
。
風
定
静
看
波
底
影
、
一
双
紅
艶
爛
相
偎
（
香
を
聞か

ぎ
て
已
に
認
む　

渚
蓮
の
開
く
を
、
万
葉　

交
加
し　

乱
翠　

堆
う
づ
た
かし
。
風
定
り
て　

静
か
に
波
底
の
影
を
看
れ
ば
、
一
双
の
紅
艶　

爛あ
き
ら
か
に
し
て
相
ひ
偎よ

る
）」。

（
（（
） 

大
沼
宜
規
「
日
本
漢
詩
翻
訳
索
引
」（『
参
考
書
誌
研
究
』
七
五
号
、
国
立
国
会
図
書
館
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）
に
よ
れ
ば
、
三
四
点
の
注
解
書
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
茶
山
の
詩
の
中
で
は
最
も
多
い
。

（
（（
） 

『
新
釈
漢
文
大
系
』
は
、「
一
に
暗
を
黒
に
作
る
」
と
注
記
し
て
い
る
。
な
お
、
近
藤
元
粋
編
『
評
点　

今
古
名
家
詩
文
』（
松
村
九
兵
衛
、
明
治
一
一

年
〈
一
八
七
八
〉）、
藤
田
謙
三
郎
編
『
古
今
日
本
名
家
詩
鈔
』（
明
治
一
三
年
〈
一
八
八
〇
〉）、
結
城
蓄
堂
編
『
和
漢
名
詩
鈔
』（
明
治
四
二
年
〈
一
九

〇
九
〉）
は
、「
月
黒
」
と
し
て
い
る
。

（
（（
） 

荒
木
龍
太
郎
「
吉
村
秋
陽
「
読
我
書
楼
長
暦
」
に
つ
い
て
一
・
二
」（『
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
一
八
・
一
九
号
、
一
九
八
四
・
五
年
一
月
）。

（
（（
） 

『
読
我
書
樓
長
暦
』（
九
州
大
学
図
書
館
・
吉
村
文
庫
三
・
三
）
か
ら
該
当
箇
所
を
抄
出
す
る
。
な
お
、
亀
甲
括
弧
は
割
注
の
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
す
。
天
保
四
年
七
月
八
日
「
夜
珠
文
来
話
」。
同
七
月
十
三
日
「
珠
文
貽
香
魚
」。
同
七
月
十
七
日
「
珠
文
来
話
〔
持
詩
稿
乞
正
〕、
珠
文
寄
詩
」。

同
七
月
十
九
日
「
和
答
珠
文
詩
」。
同
八
月
五
日
「
珠
文
来
受
業
」。
同
十
二
月
二
日
「
在
褥
、
珠
文
贈
梅
花
報
之
以
水
仙
花
」。
天
保
五
年
一
月
十
日

「
午
後
過
話
珠
文
」。
同
一
月
二
十
九
日
「
過
話
珠
文
」。
同
二
月
二
一
日
「
過
珠
文
小
酌
宿
南
街
、
坂
井
文
学
卒
」。
同
二
月
二
十
九
日
「
珠
文
賞
花
招

飲
」。
同
七
月
二
十
三
日
「
申
牌
杏
坪
頼
翁
暴
卒
（
略
）
同
珠
文
訪
頼
氏
未
発
喪
」。
同
八
月
二
十
六
日
「
珠
文
将
携
父
母
遊
長
崎
夜
過
話
之
（
略
）
今

夜
珠
文
奉
藤
翁
夫
妻
遊
長
崎
、
買
舟
以
赴
防
之
新
港
、
与
藤
氏
二
子
送
之
亦
同
舟
、
薄
暮
解
纜
、
終
夕
飲
食
而
不
能
寐
」。
天
保
六
年
七
月
四
日
「
藤

珠
文
従
親
昨
夜
帰
家
、
使
僕
来
、
先
且
招
飲
」。

（
（（
） 

『
読
我
書
樓
長
暦
』（
前
出
）
か
ら
該
当
箇
所
を
抄
出
す
る
。
天
保
九
年
五
月
一
二
日
「
午
前
、
広
島
奎
瞱
閣
之
権
七
来
、
亦
報
珠
文
之
死
且
議
碑
石
之

事
、
以
其
主
之
所
命
也
」。
同
五
月
二
五
日
「
作
書
寄
鳴
門
〔
報
珠
文
之
死
〕
及
柳
原
書
肆
託
之
三
原
生
（
略
）」。
天
保
一
〇
年
四
月
二
七
日
「
明
日
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珠
文
之
小
祥
、
藤
氏
〔
細
工
丁
之
藤
氏
〕
修
仏
事
来
、
招
供
斎
飯
。」。
同
四
月
二
八
日
「
朝
詣
光
圓
寺
展
珠
文
之
墓
」。
天
保
一
一
年
四
月
二
八
日
「
展

珠
文
光
圓
寺
之
墓
、
主
人
供
斎
食
、
過
藤
翁
拝
珠
文
神
主
（
筆
者
注　

こ
の
日
は
大
祥
忌
で
あ
る
）」。
天
保
一
三
年
一
月
一
九
日
「
此
晨
藤
翁
没
〔
珠

文
之
父
〕」。
天
保
一
三
年
四
月
二
八
日
「
東
行
期
五
月
三
日
（
略
）
展
藤
翁
及
珠
文
又
飲
」。

附
記

　

本
論
は
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
京
都
女
子
大
学
国
文
学
科
公
開
講
座
「
江
戸
漢
詩
に
お
け
る
名
詩
の
形
成
」
に
基

づ
く
も
の
で
す
。
当
日
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
大
谷
俊
太
氏
、
新
稲
法
子
氏
、
滝
川
幸
司
氏
、
福
島
理
子
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
長
尾
山
光
圓
寺
住
職
の
飯
田
通
氏
、
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
を
お
許
し

い
た
だ
き
ま
し
た
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
に
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、『
文
政
十
七
家
絶
句
』
は
二
〇
一
六
年
度
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
国
文
学
演
習
を
は
じ
め
、
多
く
の
授
業
で
取
り
上
げ

ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
受
講
者
の
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

底
本
に
つ
い
て

　
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
…
国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
漢
詩
文
八
七
・
二
一
二
・
一
・
二
（
文
政
一
二
年
正
月
版
）
を
底
本
と
し
、『
詞
華

集
日
本
漢
詩
』
第
八
巻
（
同
五
月
版
）
を
は
じ
め
、
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
で
閲
覧
可
能
な
諸
本
を
参
照
。『
寛
斎
先
生
遺
稿
』『
如
亭

山
人
藁
初
編
』『
如
亭
山
人
遺
稿
』『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
前
編
』『
同
後
編
』『
山
陽
遺
稿
』『
春
草
堂
詩
鈔
』
…
『
詩
集
日
本
漢
詩
』。『
今

四
家
絶
句
』
…
『
詞
華
集
日
本
漢
詩
』。『
寒
玉
音
前
集
』
…
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り

確
認
）。『
春
樵
隠
士
家
稿
』『
和
漢
朗
詠
集
註
』『
和
漢
朗
詠
集
私
註
』『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
…
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
（
早
稲
田
大
学
・

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
確
認
）。『
史
館
茗
話
』
…
内
閣
文
庫
蔵
（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
よ
り
確
認
）。『
江
談

抄
』
…
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』。
な
お
、
文
中
に
所
蔵
を
明
記
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。


